
　
　

高
野
山
奥
之
院
の
豊
臣
家
墓
所
の
石
塔
群

木
下　

浩
良　
　

一
．
は
じ
め
に

　

周
知
の
よ
う
に
、
高
野
山
奥
之
院
に
は
全
国
の
戦
国
武
将
や
近
世
大
名
が
造
立
し
た
石
塔
が
群
立
す
る
。
昨
年
、
筆
者
は
そ
の
中
の
豊
臣
家
墓
所
の

石
塔
群
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
和
歌
山
県
指
定
文
化
財
の
同
墓
所
の
石
塔
群
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
分
析
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八
一
）
刊
行
の
『
和
歌
山
県
の
文
化
財
』
第
一
巻
と
、
井
村
米
太
郎
氏
に
よ
る
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
刊
行
の
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天

然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
第
二
輯
へ
の
報
告
の
も
の
と
の
、
二
つ
の
解
説
を
挙
げ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
解
説
も
、
同
墓
所
内
に
あ
る
十
一
基
の
石

塔
中
、
六
基
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
概
略
を
紹
介
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る

。

（
註
１
）

『
和
歌
山
県
の
文
化
財
』
第
一
巻

　
　

奉
巌
貞
松　

天
正
十
五
年
六
月
二
十
一
日
（
豊
公
の
母
堂
）

　
　

大
光
院
殿
前
亜
相
春
岳
紹
栄
大
居
士
（
豊
公
の
弟
）

　
　

三
位
法
印
後
室　

天
正
二
十
年
五
月
七
日
（
豊
公
の
姉　

秀
次
の
母
）

　
　

大
納
言
殿
北
方
慈
雲
院
芳
室
紹
慶
（
秀
長
の
父
）

　
　

玉
顔
麟
公
神
童　

天
正
二
十
年
二
月
浅
野
弾
正
少
輔
造
之
（
豊
公
の
長
男
鶴
松
丸
）

　
　

御
上
臈　

天
正
十
七
年
七
月
三
日
（
淀
君
）
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『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
第
二
輯

　
　

春
巌
貞
松　

天
正
十
五
年
六
月
二
十
一
日
逆
修
（
豊
公
ノ
母
堂
）

　
　

大
光
院
殿
前
亜
相
春
岳
紹
栄
大
居
士　

天
正
十
九
年
正
月
二
十
二
日
（
豊
公
ノ
弟
）

　
　

三
位
法
印
後
室　

天
正
二
十
年
五
月
七
日
逆
修
（
豊
公
ノ
姉　

秀
次
ノ
母
）

　
　

大
納
言
殿
北
方
慈
雲
院
芳
室
紹
慶　

天
正
十
九
年
五
月
七
日
逆
修
（
秀
長
ノ
夫
人
）

　
　

玉
顔
麟
公
神
童　

天
正
二
十
年
二
月
浅
野
弾
正
少
輔
造
之
（
豊
公
ノ
長
男
鶴
松
丸
）

　
　

御
上
臈　

天
正
十
七
年
七
月
三
日
逆
修
（
淀
君
？
）

　

今
回
の
筆
者
の
調
査
で
は
、
そ
れ
ら
六
基
を
は
じ
め
他
の
五
基
の
石
塔
に
つ
い
て
も
、
拓
本
と
実
測
図
を
伴
う
詳
細
な
検
証
を
試
み
て
み
た
。
そ
の

結
果
、
従
来
は
知
ら
れ
て
な
か
っ
た
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
秀
吉
の
養
女
の
豪
姫
の
石
塔
が
確
認
で
き
た
。

（
（

（
註

以
下
、
本
稿
で
は
同
墓
所
に
所
在
す
る

十
一
基
の
石
塔
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
、
同
墓
所
の
性
格
等
、
歴
史
的
変
遷
を
含
め
た
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
豊
臣
家
墓
所
の
石

塔
の
銘
文
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
に
、
『
紀
伊
国
金
石
文
集
成
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
註
３
）

こ
れ
は
、
銘
文
を
紹
介
し
た
だ
け
で
解
説
な
ど
は
な
い
が
、
同

書
報
告
の
銘
文
の
検
証
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

高
野
山
奥
之
院
の
豊
臣
家
墓
所
は
、
空
海
の
御
廟
前
の
御
廟
橋
の
手
前
の
一
角
に
あ
る
。
現
状
で
十
一
基
の
石
塔
が
並
ぶ
。
掲
載
の
写
真
1
・
2
・
3
が
、

そ
の
豊
臣
家
墓
所
の
全
容
で
あ
る
。
同
墓
所
の
正
面
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
、
十
一
基
の
石
塔
の
上
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
番
号
を
附
し
た
。
正
面
中

央
の
奥
に
大
き
な
五
輪
塔
が
あ
り
、
①
と
し
た
。
こ
れ
が
豊
臣
秀
吉
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
こ
の
秀
吉
の
五
輪
塔
の
前
面
に
九
基
の
石
塔
が
並
ん
で
い
る
。

こ
の
石
塔
を
向
か
っ
て
左
か
ら
、
①
～
⑨
と
番
号
を
付
け
た
。
そ
の
向
か
っ
て
右
側
に
は
二
基
の
石
塔
が
並
ん
で
い
て
、
⑩
⑪
と
し
た
。
以
下
、
そ
の

順
番
に
石
塔
群
を
紹
介
す
る
。
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二
．
各
説

①①

豊
臣
秀
吉
五
輪
塔

　

花
崗
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
六
五
・
五
㎝
で
幅
九
一
㎝
、
水
輪
高
さ
七
一
㎝
で
最
大
径
九
九
五
㎝
、
火
輪
高
さ
五
八
・
四
㎝
で
幅
九
〇
㎝
、

風
輪
高
さ
二
六
㎝
で
最
大
径
五
三
・
二
㎝
、
空
輪
高
さ
四
四
㎝
で
最
大
径
五
一
・
二
㎝
で
あ
る
。
空
風
輪
は
一
石
で
、
他
の
各
輪
は
別
石
の
四
石
彫
成
の

五
輪
塔
で
あ
る
。
総
高
は
二
六
四
・
九
㎝
を
測
る
。
各
輪
と
も
梵
字
は
な
い
（
掲
載
写
真
4
・
実
測
図
1
・
拓
影
参
照
）
。

地
輪
の
正
面
に
は
、
「
豊
臣
太
閤
秀
吉
公
之
墓
」
と
陰
刻
す
る
。
長
文
の
銘
文
は
地
輪
に
あ
る
。
向
か
っ
て
左
側
面
か
ら
、
背
面
に
ま
わ
り
右
側
面

①

①

⑤④
③②

⑥

⑥ ⑦
⑧

⑨

⑨ ⑩ ⑪
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へ
と
三
面
に
次
に
よ
う
に
銘
文
を
廻
ら
せ
て
い
る
。
各
面
は
十
行
九
文
字
と
し
て
、
整
然
と
し
て
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

（向
か
っ
て
左
側
面
銘
文
）　　
　
　
　
　
　
　
　

（背
面
銘
文
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（背
面
銘
文
）

豊
太
閤
公
神
智
雄
略
気	

地
風
雲
急
変
シ
テ
曠
世	

域
ノ
霊
土
ヲ
移
シ
コ
レ

宇
豪
壮
比
倫
ヲ
絶
シ
克	

ノ
大
業
亦
緒
ニ
就
カ
ン	

ヲ
先
ニ
公
ノ
復
興
セ
ル

ク
上
古
列
聖
ノ
御
偉
業	

ト
ス
コ
ノ
時
ニ
当
リ
公	

高
野
ノ
浄
域
ニ
埋
納
シ

ヲ
継
ギ
、
皇
威
ヲ
海
外	

ノ
英
霊
現
前
ニ
再
来
シ	

テ
以
テ
公
ノ
墓
ヲ
建
立

ニ
赫
輝
ス
ソ
ノ
大
勲
偉	

テ
興
亜
ノ
建
設
ニ
冥
護	

ス
ト
云
爾

烈
ニ
ヨ
リ
豊
国
大
明
神	

ヲ
垂
レ
給
ハ
ン
コ
ト
ヲ	

　

昭
和
十
四
年
九
月
十
八
日

ト
シ
テ
祭
祀
セ
ラ
ル
而	

熱
願
シ
乃
テ
今
茲
公
ノ	

　
　

豊
公
会

シ
テ
公
ノ
薨
去
セ
ラ
レ	
忌
辰
ヲ
ト
シ
謹
ミ
テ
一

テ
ヨ
リ
此
ニ
三
百
四
十	
字
一
石
ニ
法
華
経
ヲ
書

有
一
年
今
ヤ
東
亜
ノ
天	

写
シ
且
ツ
京
都
豊
国
廟

（上）写真 4 豊臣秀吉五輪塔

（左）実測図 1及び拓影
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銘
文
に
あ
る
よ
う
に
、
秀
吉
の
本
石
塔
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
九
月
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
三

年
目
で
、
同
年
五
月
に
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
起
こ
り
、
前
年
の
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
は
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
る
の
が
同
十
六
年
（
一
九
四
一
）
で
あ
る
。
秀
吉
の
石
塔
は
、
日
本
が
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
頃
に
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

銘
文
に
あ
る
「
皇
威
ヲ
海
外
ニ
赫
輝
ス
ソ
ノ
大
勲
偉
烈
ニ
ヨ
リ
豊
国
大
明
神
ト
シ
テ
祭
祀
」
と
、
「
公
ノ
英
霊
現
前
ニ
再
来
シ
テ
、
興
亜
ノ
建
設
ニ

冥
設
ニ
冥
護
ヲ
垂
レ
給
ハ
ン
コ
ト
ヲ
熱
願
シ
」
は
、
こ
の
石
塔
を
立
て
ら
れ
た
背
景
を
示
し
て
い
る
。
秀
吉
の
文
禄
慶
長
の
役
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
へ

の
出
兵
を
た
た
え
て
の
こ
と
が
、
経
緯
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

石
塔
造
立
者
の
「
豊
公
会
」
と
は
、
実
業
家
の
鳥
井
信
治
郎
氏
（
サ
ン
ト
リ
ー
の
創
業
者
）
を
中
心
と
す
る
秀
吉
を
顕
彰
す
る
会
で
、
当
時
の
政
財

界
人
や
軍
人
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
た
。
本
五
輪
塔
の
造
立
は
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月

十
七
日
の
開
眼
式
に
は
野
村
吉
三
郎
海
軍
大
将
・
松
井
石
根
陸
軍
大
将
を
は
じ
め
、
各
界
か
ら
多
数
の
参
列
者
の
下
に
開
か
れ
て
い
る
。

本
石
塔
の
造
立
は
、
秀
吉
の
石
塔
が
高
野
山
に
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
鳥
井
信
治
郎
氏
が
発
願
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
石
塔
造
立
に
際
し
て
、

一
字
一
石
法
華
経
・
京
都
の
豊
国
廟
域
の
霊
土
と
、
高
野
山
壇
上
伽
藍
の
孔
雀
堂
よ
り
発
見
さ
れ
た
秀
吉
の
古
木
像
が
五
輪
塔
内
に
納
め
ら
れ
た

。（
（

（
註

②②

宝
篋
印
塔

　

砂
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
基
礎
高
さ
三
六
㎝
で
幅
三
九
㎝
、
塔
身
高
さ
二
〇
㎝
で
幅
二
一
㎝
、
笠
高
さ
二
九
㎝
で
幅
四
四
㎝
、
相
輪
高
さ
五
四
㎝

で
あ
る
。
総
高
は
一
三
九
㎝
を
測
る
。
基
礎
は
四
面
と
も
に
輪
郭
を
ま
い
て
、
格
狭
間
を
入
れ
る
。
塔
身
は
四
面
と
も
に
月
輪
を
ほ
り
く
ぼ
め
て
梵
字

を
陰
刻
し
て
そ
の
下
に
蓮
弁
を
薄
肉
彫
す
る
。
梵
字
は
、
「
ウ
ー
ン
」
「
キ
リ
ー
ク
」
「
タ
ラ
ー
ク
」
「
ア
ク
」
の
金
剛
界
四
仏
で
あ
る
（
掲
載
写
真
5
・

実
測
図
2
・
拓
影
参
照
）
。
無
銘
の
た
め
造
立
の
詳
細
な
ど
一
切
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
形
態
は
中
世
末
頃
の
秀
吉
の
時
代
に
造
立
さ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

9　高野山奥之院の豊臣家墓所の石塔群（木下）



③③

秀
吉
姉
の
智
五
輪
塔　

　

砂
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
三
四
㎝
で
幅
三
九
㎝
、
水
輪
高
さ
二
九
㎝
で
最
大
径
三
九
㎝
、
火
輪
高
さ
二
四
・
五
㎝
で
幅
四
一
㎝
、
風
輪

高
一
二
・
八
㎝
で
最
大
径
二
二
・
六
㎝
、
空
輪
高
さ
二
二
・
二
㎝
で
最
大
径
二
二
・
二
㎝
で
あ
る
。
総
高
は
一
二
二
・
五
㎝
を
測
る
。
空
風
輪
は
一
石
で
、

他
の
各
輪
は
別
石
の
四
石
彫
成
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
火
水
輪
は
四
面
に
梵
字
が
あ
っ
て
別
物
で
、
空
風
輪
は
正
面
に
の
み
梵
字
が
あ
る
も
の
の
梵
字
の

（
上
）
写
真
5　

宝
篋
印
塔

（
左
）
実
測
図
2
及
び
拓
影
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書
風
が
違
い
別
物
と
考
え
る
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
梵
字
の
「
ア
」
を
大
き
く
陰
刻
し
た
下
に
、
次
の
よ
う
な
陰
刻
銘
文
を
配
す
る
（
掲
載
写
真
6
・

実
測
図
3
・
拓
影
参
照
）
。

天
正
廿
年

　
　
　
　
　

逆

三
位
法
印
後
室修

五
月
七
日

「
三
位
法
印
」
と
は
秀
吉
の
姉
智
（
と
も
）
の
夫
の
三
好
吉
房
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
三
好
吉
房
は
、
元
は
弥
助
と
い
う
農
夫
で
あ
っ
た
が
、
秀

吉
の
出
世
に
よ
り
武
士
と
な
る
。
「
三
位
法
印
」
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
三
好
吉
房
と
、
智
の
両
人
の
子
供
が
関
白
豊
臣
秀
次
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
『
和

歌
山
県
の
文
化
財
』
と
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
に
お
け
る
紹
介
と
筆
者
の
意
見
は
一
致
す
る
。
一
方
、
『
紀
伊
国
金
石

文
集
成
』
で
は
「
三
位
法
印
」
を
「
二
位
法
印
」
と
解
読
す
る
。

（
上
）
写
真
6　

智
五
輪
塔

（
右
）
実
測
図
3
及
び
拓
影

11　高野山奥之院の豊臣家墓所の石塔群（木下）



　

銘
文
に
あ
る
「
後
室
」
と
は
未
亡
人
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
が
生
じ
る
。
三
好
吉
房
の
没
年
が
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
で
あ
り
、
銘

文
に
刻
さ
れ
た
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
当
時
、
吉
房
は
存
命
し
て
い
る
。
銘
文
に
あ
る
よ
う
に
、
「
と
も
」
は
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
に
逆

修
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
実
際
に
自
身
の
逆
修
の
本
塔
を
高
野
山
に
立
て
た
の
は
、
夫
が
死
没
し
た
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
以
降
の
こ
と

だ
と
本
石
塔
の
銘
文
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
実
際
に
「
と
も
」
が
死
去
す
る
の
は
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
夫
が
死
亡
し
た
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
の

直
後
に
、
本
五
輪
塔
は
造
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。

④④

慶
安
四
年
五
輪
塔

　

砂
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
五
二
㎝
で
幅
六
〇
・
二
㎝
、
水
輪
高
さ
三
六
㎝
で
最
大
径
五
七
㎝
、
火
輪
高
さ
三
一
㎝
で
幅
四
九
㎝
、
風
輪
高
さ
九
・

六
㎝
で
最
大
径
二
三
・
二
㎝
、
空
輪
高
さ
一
四
・
八
㎝
で
最
大
径
二
五
・
六
㎝
で
あ
る
。
総
高
は
一
四
九
㎝
を
測
る
。
空
風
輪
は
一
石
で
、
他
の
各
輪
は
別
石
の

四
石
彫
成
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
火
水
輪
は
梵
字
が
な
く
別
物
で
、
他
の
地
輪
・
風
輪
・
空
輪
は
四
面
に
梵
字
を
刻
し
て
、
一
具
の
も
の
と
考
え
る
。
銘
文
は

地
輪
正
面
に
梵
字
の
「
ア
」
を
大
き
く
陰
刻
し
た
下
に
、
次
の
よ
う
な
陰
刻
銘
文
を
配
す
る
（
掲
載
写
真
7
・
実
測
図
4
・
拓
影
参
照
）。

施
主
生
国
相
刕
住
浅
野
清
兵
衛

友
重
立
之

法
性
院
殿

　
　
　
　

菩
提

□
□
得
授
大
姉

慶
安
四
天
三
月
廿
一
日
入
寂

写真 7　慶安四年五輪塔
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銘
文
に
よ
り
、
本
石
塔
は
相
模
国
を
生
国
と
す
る
浅
野
清
兵
衛
友
重
が
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
三
月
二
十
一
日
に
亡
く
な
っ
た
、
法
性
院
殿
□

□
得
授
大
姉
の
菩
提
の
た
め
に
造
立
し
た
も
の
と
分
か
る
。
本
塔
は
こ
れ
ま
で
、
『
紀
伊
国
金
石
文
集
成
』
の
紹
介
に
よ
り
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）

在
銘
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
五
輪
塔
造
立
者
の
浅
野
清
兵
衛
友
重
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
被
供
養
者
が
院
殿
号
の
法
名
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
造
立
者
は
大
名
ク
ラ
ス
の
武
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
浅
野
清
兵
衛
の
母
か
夫
人
で
あ
ろ
う
。
本

五
輪
塔
は
秀
吉
の
時
代
か
ら
五
十
年
後
の
も
の
で
あ
る
。
本
塔
が
豊
臣
家
一
族
の
も
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

⑤
豊
臣
秀
長
夫
人
五
輪
塔

　

砂
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
四
六
㎝
で
幅
五
八
㎝
、
水
輪
高
さ
五
〇
㎝
で
最
大
径
六
六
㎝
、
火
輪
高
さ
三
九
㎝
で
幅
五
八
㎝
、
風
輪
高
さ

実測図 4及び拓影
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二
〇
㎝
で
最
大
径
四
〇
・
二
㎝
、
空
輪
高
さ
三
八
㎝
で
最
大
径
三
九
㎝
で
あ
る
。
総
高
は
一
九
三
㎝
を
測
る
。
空
風
輪
は
一
石
で
、
他
の
各
輪
は
別
石

の
四
石
彫
成
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
地
輪
か
ら
水
火
風
空
輪
と
全
て
一
具
の
も
の
と
考
え
る
。
全
体
に
古
式
の
姿
を
残
し
た
重
厚
さ
が
あ
る
石
塔
で
あ
る
。

各
輪
に
は
梵
字
の
「
ア
」
「
バ
」
「
ラ
」
「
カ
」
「
キ
ャ
」
を
刻
し
、
銘
文
は
地
輪
正
面
に
梵
字
の
「
ア
」
を
大
き
く
陰
刻
し
た
下
に
、
次
の
よ
う
な
陰
刻

銘
文
を
配
す
る
（
掲
載
写
真
8
・
実
測
図
5
・
拓
影
参
照
）
。

大
納
言
殿
北
方
慈
雲
院

　
　
　
　
　
　
　
　

逆

芳
室
紹
慶

修

天
正
十
九
年
五
月
七
日

（
上
）
写
真
8　

豊
臣
秀
長
五
夫
人
輪
塔

（
左
）
実
測
図
5
及
び
拓
影
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「
大
納
言
殿
北
方
」
と
は
秀
長
が
大
納
言
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
大
納
言
殿
の
北
方
と
い
う
こ
と
で
被
供
養
者
は
正
室
を
示
し
て
い
る
。
「
慈
雲
院
芳

室
紹
慶
」
と
は
、
秀
長
の
正
室
の
法
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
豊
臣
秀
長
の
正
室
の
慈
雲
院
芳
室
紹
慶
が
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
五
月
七
日
に

逆
修
を
し
て
造
立
し
た
石
塔
と
分
か
る
。
著
者
と
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』は
被
供
養
者
が
秀
長
夫
人
と
一
致
す
る
が
、『
和

歌
山
県
の
文
化
財
』
で
は
上
記
の
よ
う
に
本
塔
を
秀
長
の
父
と
比
定
す
る
。

⑥
秀
吉
弟
の
豊
臣
秀
長
五
輪
塔　

　

砂
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
四
六
㎝
で
幅
五
八
・
六
㎝
、
水
輪
高
さ
五
〇
㎝
で
最
大
径
六
三
・
三
㎝
、
火
輪
高
さ
三
八
㎝
で
幅
五
八
㎝
、
風

輪
高
さ
一
八
㎝
で
最
大
径
三
八
・
四
㎝
、
空
輪
高
さ
三
三
㎝
で
最
大
径
三
六
㎝
で
あ
る
。
空
風
輪
は
一
石
で
、
他
の
各
輪
は
別
石
の
四
石
彫
成
の
五
輪

塔
で
あ
る
。
総
高
は
一
八
五
㎝
を
測
る
。
地
輪
か
ら
水
火
風
空
輪
と
全
て
一
具
の
も
の
と
考
え
る
。
秀
長
夫
人
塔
と
同
様
で
、
全
体
に
古
式
の
姿
を
残

し
た
重
厚
さ
が
あ
る
石
塔
で
あ
る
。
夫
人
塔
と
比
べ
る
と
若
干
秀
長
塔
が
小
さ
い
。
こ
の
両
者
は
同
一
タ
イ
プ
の
石
塔
で
、
お
そ
ら
く
石
工
は
同
じ
人

物
と
比
定
さ
れ
る
。
各
輪
に
は
梵
字
の
「
ア
」
「
バ
」
「
ラ
」
「
カ
」
「
キ
ャ
」
を
刻
し
、
銘
文
は
地
輪
正
面
に
梵
字
の
「
ア
」
を
大
き
く
陰
刻
し
た
下
に
、

次
の
よ
う
な
陰
刻
銘
文
を
配
す
る
（
掲
載
写
真
9
・
実
測
図
6
・
拓
影
参
照
）
。

大
光
院
殿
前
亜
相

春
岳
紹
栄
大
居
士

天
正
十
九
年
正
月
廿
二

写真 9　豊臣秀長五輪塔
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言
う
ま
で
も
な
く
、「
亜
相
」
と
は
大
納
言
の
唐
名
で
あ
る
。
「
大
光
院
殿
春
岳
紹
栄
大
居
士
」
が
、
秀
長
の
法
名
で
あ
る
。
「
天
正
十
九
年
正
月
廿
二
」

は
、
秀
長
の
没
年
月
日
で
あ
る
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
正
月
二
十
二
日
を
示
し
て
い
る
。
銘
文
は
「
日
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。　

こ
の
豊
臣
秀
長
の
五
輪
塔
を
造
立
し
た
の
は
、
秀
長
の
正
室
の
「
北
方
」
と
考
え
ら
れ
る
。
夫
の
五
輪
塔
を
高
野
山
に
造
立
し
て
、
自
身
も
生
前
葬

の
逆
修
を
し
て
⑤
の
五
輪
塔
を
立
て
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
基
の
五
輪
塔
は
同
型
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
基
は
、
同
時

に
造
立
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
「
北
方
」
は
、
夫
秀
長
の
没
後
に
自
身
の
葬
儀
を
行
い
、
高
野
山
に
石
塔
を
造
立
し
た
の
で
あ
る
。

「
北
方
」
の
五
輪
塔
の
銘
文
に
あ
る
、
「
天
正
十
九
年
五
月
七
日
」
は
秀
長
没
後
、
一
三
二
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
秀
長
の
百
ヶ
日
の
忌

日
の
法
要
を
済
ま
せ
た
後
に
、
「
北
方
」
が
秀
長
の
後
を
追
っ
て
生
前
葬
の
逆
修
を
し
て
、
秀
長
塔
と
と
も
に
石
塔
を
造
立
し
た
も
の
と
考
え
る
。
秀

長
夫
妻
の
大
き
な
夫
婦
愛
を
垣
間
見
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
高
野
山
に
石
塔
を
造
立
す
る
と
な
る
と
、
経
費
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
準
備
等
に
時
間

を
要
し
て
、
没
後
百
箇
日
の
時
間
の
経
過
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
本
塔
が
秀
長
塔
で
あ
る
こ
と
は
、
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天

実測図 6及び拓影 
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然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
と
『
和
歌
山
県
の
文
化
財
』
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。

⑦
秀
吉
母
の
大
政
所
五
輪
塔

　

砂
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
四
〇
㎝
で
幅
五
三
㎝
、
水
輪
高
さ
三
二
・
四
㎝
で
最
大
径
四
四
㎝
、
火
輪
高
さ
三
三
㎝
で
幅
四
九
㎝
、
風
輪

高
さ
一
六
㎝
で
最
大
径
二
三
・
二
㎝
、
空
輪
高
さ
四
二
・
八
㎝
で
最
大
径
二
三
・
二
㎝
で
あ
る
。
総
高
は
一
六
四
・
四
㎝
を
測
る
。
空
風
輪
は
一
石
で
、
他

の
各
輪
は
別
石
の
四
石
彫
成
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
空
風
輪
と
水
輪
は
慶
長
期
で
、
火
輪
は
江
戸
時
代
前
期
の
元
和
か
ら
寛
永
期
の
別
物
と
推
定
す
る
。

各
輪
に
は
梵
字
の
「
ア
」
「
バ
」
「
ラ
」
「
カ
」
「
キ
ャ
」
を
刻
し
、
銘
文
は
地
輪
正
面
に
梵
字
の
「
ア
」
を
大
き
く
陰
刻
し
た
下
に
、
次
の
よ
う
な
陰
刻

銘
文
を
配
す
る
（
掲
載
写
真
10
・
実
測
図
7
・
拓
影
参
照
）
。　

天
正
十
五
年

　
　
　
　
　
　

逆

青
巌
貞
松

　
　

修

六
月
廿
一
日

（
上
）
写
真
10　

大
政
所
五
輪
塔

（
右
）
実
測
図
7
及
び
拓
影
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「
青
巌
貞
松
」
と
は
、
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
と
『
和
歌
山
県
の
文
化
財
』
に
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
秀
吉
の
母
の
大

政
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
野
山
親
王
院
所
蔵
『
青
巌
寺
拾
要
集
』

（
（

（
註

に
、
「
秀
吉
公
御
母
」
の
法
名
を
「
天
瑞
院
殿
准
三
宮
春
巌
貞
松
大
禅
定
尼
」
と

明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
同
書
に
は
「
春
巌
貞
松
」
と
す
る
が
、
石
塔
が
明
ら
か
に
す
る
法
名
は
「
青
巌
貞
松
」
で
あ

る
。
一
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
で
は
五
輪
塔
の
銘
文
を
「
春
巌
貞
松
」
と
読
み
、
『
和
歌
山

県
の
文
化
財
』
で
は
「
奉
巌
貞
松
」
と
読
ん
で
い
る
。
拓
影
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
明
ら
か
に
「
青
巌
貞
松
」
と
読
め
る
。

こ
の
こ
と
を
如
何
に
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
金
石
文
が
明
ら
か
に
す
る
「
青
巌
貞
松
」
が
大
政
所
の
元
々
の
法
名
で
あ
っ
た
と
推
測
す

る
。
何
故
な
ら
、
秀
吉
は
大
政
所
が
没
後
に
供
養
の
た
め
に
高
野
山
に
建
立
し
た
豊
臣
家
の
菩
提
寺
と
も
い
え
る
寺
院
名
が
、
「
青
巌
寺
」
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
秀
吉
が
大
政
所
没
後
三
回
忌
に
あ
た
る
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
、
高
野
山
参
詣
を
成
し
た
後
の
秀
吉
の
「
御
意
」
を
記
し
て
三
月
七
日

付
け
で
応
其
上
人
に
宛
て
た
、「
山
中
長
俊
木
下
吉
隆
連
署
状
」

（
（

（
註

に
「
今
度
被
成
御
登
山
、
当
寺
之
様
子
被
御
覧
、
被
為
驚
御
目
候
、
殊
青
巌
寺
御
作
事
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
同
寺
は
、
大
政
所
没
後
す
ぐ
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
、
は
じ
め
は
「
剃
髪
寺
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と

も
文
書
史
料
の
、
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
八
月
四
日
付
け
の
金
剛
峯
寺
惣
中
に
宛
て
た
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」

（
（

（
註

に
「
為
天
瑞
寺
殿
追
善
、
当
山
仁

剃
髪
寺
令
建
立
付
而
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
大
政
所
の
没
年
月
日
は
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
七
月
二
十
二
日
で
あ
り
、
そ
の

日
か
ら
十
三
日
後
に
発
給
さ
れ
た
朱
印
状
で
あ
る
。
推
定
さ
れ
る
の
が
、
大
政
所
の
三
回
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
寺
名
が
「
剃
髪
寺
」
か
ら
「
青

巌
寺
」
へ
と
名
称
が
変
更
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

秀
吉
と
高
野
山
と
の
関
係
は
密
接
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
が
、
大
政
所
の
逆
修
塔
の
存
在
に
よ
り
、
大
政
所
が
没
す
る
五
年
程
前
に
も
、

実
母
の
逆
修
供
養
と
い
う
面
で
、
豊
臣
家
一
家
と
高
野
山
は
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
紀
伊
国
金
石
文
集
成
』
で
は
、

本
石
塔
の
銘
文
の
「
六
月
廿
一
日
」
を
「
三
月
廿
一
日
」
と
紹
介
す
る
。
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⑧　

天
正
期
五
輪
塔
地
輪

　

砂
岩
製
で
あ
る
。
地
輪
の
み
の
残
欠
品
で
、
上
部
に
別
物
の
江
戸
時
代
の
別
石
の
台
座
に
乗
る
不
動
明
王
石
仏
が
配
さ
れ
て
い
る
。
法
量
は
、
地
輪

高
さ
四
四
㎝
で
幅
四
九
㎝
、
台
座
の
高
さ
三
四
㎝
。
不
動
明
王
石
仏
の
高
さ
五
二
㎝
で
あ
る
。
総
高
は
一
三
〇
㎝
を
測
る
。

　

銘
文
は
地
輪
正
面
に
梵
字
の
「
ア
」
を
大
き
く
陰
刻
す
る
。
そ
の
面
の
向
か
っ
て
左
端
に
「
天
正
□
□
年
九
月
廿
五
日
」
、
中
央
に
「
金
光
□
□
□
」

と
紀
年
銘
文
と
法
名
の
一
部
が
解
読
さ
れ
る
。
他
に
も
文
字
が
確
認
さ
れ
る
が
、
銘
文
の
彫
が
浅
く
不
読
で
あ
る
。
天
正
の
年
号
か
ら
中
世
末
頃
の
秀

吉
の
時
代
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
被
供
養
者
な
ど
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
（
掲
載
写
真
11
・
実
測
図
8
・
拓
影
参
照
）
。

（
右
）
写
真
11　

天
正
期
五
輪
塔
地
輪

（
下
）
実
測
図
8
及
び
拓
影
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⑨　

秀
吉
養
女
の
豪
姫
五
輪
塔

　

砂
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
四
七
㎝
で
幅
五
二
・
八
㎝
、
水
輪
高
さ
四
四
㎝
で
最
大
径
五
四
・
八
㎝
、
火
輪
高
さ
三
八
㎝
で
幅
五
七
・
五
㎝
、

風
輪
高
さ
一
六
㎝
で
最
大
径
二
三
・
四
㎝
、
空
輪
高
さ
三
七
㎝
で
最
大
径
二
四
・
二
㎝
で
あ
る
。
総
高
は
一
八
二
㎝
を
測
る
。
空
風
輪
は
一
石
で
、
他
の

各
輪
は
別
石
の
四
石
彫
成
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
空
風
輪
は
別
物
で
、
他
の
地
輪
・
水
輪
・
火
輪
は
一
具
の
も
の
と
考
え
る
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
梵
字

の
「
ア
」
を
大
き
く
陰
刻
し
た
下
に
、
次
の
よ
う
な
陰
刻
銘
文
を
配
す
る
（
掲
載
写
真
12
・
実
測
図
9
・
拓
影
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

息

　
　

前
大
相
国
秀
吉
公
御
養
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女

　
　
　
　
　
　
　
　

樹
正
院
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逆
修

　
　
　
　
　
　
　
　

命
室
寿
光

　
　
　

慶
長
廿
年
卯
月
十
五
日

（
上
）
写
真
12　

豪
姫
五
輪
塔

（
右
）
実
測
図
9
及
び
拓
影
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秀
吉
の
養
女
の
豪
姫
が
、
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
四
月
十
五
日
に
逆
修
を
し
て
造
立
し
た
五
輪
塔
で
あ
る
。
「
樹
正
院
殿
命
室
寿
光
」
は
、
豪

姫
の
法
名
で
あ
る
。
銘
文
は
、
豪
姫
自
身
が
秀
吉
の
養
女
で
あ
る
こ
と
を
、
特
に
主
張
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
五
輪
塔
造
立
の
地
も
、
豊
臣
家
墓

所
で
あ
る
こ
と
は
、
豪
姫
自
身
も
自
ら
が
豊
臣
家
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の
主
張
の
現
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
特
に
注
目
し
た
い
。

豪
姫
の
生
年
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
、
前
田
利
家
・
ま
つ
夫
妻
の
四
女
と
し
て
誕
生
し
た
。
二
歳
で
秀
吉
の
養
女
と
な
り
、
寵
愛
を
一
身
に
集

め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
秀
吉
の
家
で
は
八
郎
（
後
の
宇
喜
多
秀
家
）
と
一
緒
に
北
政
所
の
膝
下
で
育
っ
た
。
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
頃
に
、
豪
姫

は
宇
喜
多
秀
家
と
結
婚
し
た
。
秀
吉
は
生
涯
、
豪
姫
を
太
閤
秘
蔵
の
子
と
し
て
鍾
愛
し
た
と
さ
れ
て
い
る

。（
（

（
註

関
ヶ
原
合
戦
で
西
軍
が
敗
北
し
、
宇
喜
多
秀
家
は
八
丈
島
へ
流
罪
と
な
る
と
、
豪
姫
は
高
台
院
（
北
政
所
）
に
仕
え
た
。
豪
姫
は
、
実
は
洗
礼
を
受

け
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
。
洗
礼
名
は
「
マ
リ
ア
」
で
、
洗
礼
を
受
け
た
後
の
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
頃
に
実
家
で
あ
る
前
田
家
に
引
き
取
ら

れ
た
と
さ
れ
て
い
る

。（
（

（
註

前
田
家
で
は
、
高
山
右
近
な
ど
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を
臣
下
に
迎
え
る
な
ど
の
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
寛
容
で
優
遇
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
も
起

因
し
て
の
、
実
家
で
あ
る
前
田
家
へ
の
里
帰
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
豪
姫
が
高
野
山
に
自
身
の
五
輪
塔
を
立

て
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

そ
し
て
、
そ
の
豪
姫
に
高
野
山
に
石
塔
を
立
て
る
よ
う
勧
め
た
の
は
、
実
母
の
ま
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。「
ま
つ
」は
夫
の
前
田
利
家
没
後
、

夫
と
自
身
の
逆
修
の
宝
篋
印
塔
を
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
高
野
山
奥
之
院
に
造
立
し
て
い
る
。
こ
の
宝
篋
印
塔
造
立
に
は
、
利
家
の
百
ヶ
日
の
年

忌
法
要
を
迎
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
野
山
奥
之
院
で
三
番
石
塔
と
称
さ
れ
る
三
番
目
に
大
き
い
石
塔
を
前
田
利
長
た

め
に
造
立
す
る
よ
う
に
、
跡
継
ぎ
の
利
常
に
勧
め
た
の
も
、
「
ま
つ
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
田
利
長
の
五
輪
塔
の
銘
文
に
よ
り
明
ら
か
で
あ

る

。（
（（

（
註

　

高
野
山
奥
之
院
は
宗
派
を
問
わ
ず
、
石
塔
の
造
立
や
供
養
が
な
さ
れ
た
「
日
本
総
菩
提
寺
」
の
地
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
豪
姫
の
五
輪
塔
発

見
は
そ
の
こ
と
を
実
証
す
る
一
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　

豪
姫
が
五
輪
塔
を
高
野
山
奥
之
院
へ
造
立
し
た
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
四
月
十
五
日
当
時
の
政
治
状
況
は
、
大
阪
冬
の
陣
が
終
わ
っ
た
後
の
、

21　高野山奥之院の豊臣家墓所の石塔群（木下）



大
阪
夏
の
陣
が
始
ま
る
直
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
歴
史
は
、
豊
臣
家
滅
亡
へ
と
流
れ
て
い
た
。
豪
姫
が
高
野
山
奥
之
院
に
五
輪
塔
を
造
立
し
た
二
十
日

程
後
の
五
月
七
日
が
、
大
坂
城
落
城
の
日
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
豪
姫
は
大
阪
方
の
敗
北
を
予
感
し
て
、
大
阪
城
落
城
以
前
に
生
前
葬
の
逆
修
を
し
て

自
身
の
五
輪
塔
を
高
野
山
へ
立
て
て
、
豊
臣
家
の
一
員
と
し
て
の
覚
悟
と
決
意
を
図
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
時
、
豪
姫
は
四
十
二
歳
で
あ
る
。
豪
姫
が
実
際
に
死
去
す
る
の
は
、
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
よ
り
二
十
年
後
の
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）

の
こ
と
で
あ
る
。
豪
姫
、
享
年
六
十
一
で
あ
っ
た
。

⑩　

秀
吉
長
男
の
豊
臣
鶴
松
五
輪
塔

砂
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
四
三
㎝
で
幅
五
四
・
六
㎝
、
水
輪
高
さ
四
七
㎝
で
最
大
径
六
二
・
六
㎝
、
火
輪
高
さ
三
五
・
六
㎝
で
幅
五
五
㎝
、

風
輪
高
さ
一
六
・
五
㎝
で
最
大
径
三
一
・
六
㎝
、
空
輪
高
さ
三
五
㎝
で
最
大
径
三
一
・
二
㎝
で
あ
る
。
総
高
は
一
七
七
・
一
㎝
を
測
る
。
空
風
輪
は
一
石
で
、

他
の
各
輪
は
別
石
の
四
石
彫
成
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
地
輪
か
ら
空
輪
ま
で
一
具
の
も
の
と
推
定
す
る
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
梵
字
の
「
ア
」
を
大
き
く

陰
刻
し
た
下
に
、
次
の
よ
う
な
陰
刻
銘
文
を
配
す
る
（
掲
載
写
真
13
・
実
測
図
10
・
拓
影
参
照
）
。

天
正
廿
秊

浅
野
弾
正

玉
巌
麟
公
神
童

少
輔
造
之

二
月
時
正

写真 13 豊臣鶴松五輪塔
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銘
文
に
あ
る
「
玉
巌
麟
公
神
童
」
と
は
、
秀
吉
の
長
男
の
豊
臣
鶴
松
の
こ
と
で
あ
る
。
鶴
松
は
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
五
月
に
生
ま
れ
て
、

同
年
十
九
年
（
一
五
九
一
）
八
月
五
日
に
僅
か
三
歳
で
没
し
た
。
銘
文
に
あ
る
「
時
正
」
と
は
、
彼
岸
の
中
日
を
示
す
言
葉
で
あ
り
、
天
正
二
十
年

（
一
五
九
二
）
二
月
時
正
と
は
、
同
年
の
春
の
彼
岸
中
日
の
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
は
、
鶴
松
が
没
し
て
初
め
て
の
彼
岸
中
日
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
鶴

松
の
成
仏
を
願
っ
て
造
立
さ
れ
た
石
塔
と
考
え
ら
れ
る
。

　

問
題
は
造
立
者
の
「
浅
野
弾
正
少
輔
」
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、
秀
吉
の
臣
下
の
武
将
の
浅
野
長
政
の
こ
と
で
あ
る
。
長
政
は
、
豊
臣
政
権
の
五
奉

行
の
一
人
と
し
て
活
躍
す
る
。
な
ぜ
、
長
政
が
鶴
松
の
供
養
の
た
め
に
高
野
山
に
石
塔
を
造
立
し
た
の
か
、
そ
れ
は
長
政
が
鶴
松
の
傅
役
で
あ
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

そ
れ
は
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
に
「
人
々
の
噂
に
よ
る
と
、
（
関
白
）
に
は
、
信
長
の
妹
の
娘
、
す
な
わ
ち
姪
に
あ
た
る
側
室
の
一
人

と
の
間
に
男
児
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
多
く
の
者
が
こ
の
出
来
事
を
笑
う
べ
き
こ
と
と
し
、
（
関
白
）
に
せ
よ
、
そ
の
兄
弟
、
は

た
ま
た
政
庁
に
い
る
そ
の
二
人
の
甥
に
せ
よ
、
か
つ
て
男
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
（
こ
ん
ど
誕
生
し
た
）
子
供
が
（
関
白
）

実測図 10 及び拓影
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の
子
で
あ
る
と
信
じ
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
は
こ
の
出
産
に
つ
い
て
盛
大
な
祝
典
を
催
し
、
母
子
と
も
に
大
坂
城
に
住
ま
わ
せ
る
こ
と
に
し
、

そ
の
子
の
育
成
と
世
話
を
寵
親
で
あ
る
浅
野
弾
正
（
長
政
）
に
託
し
た
」

（
（（

（
註

、
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　

長
政
が
、
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
尽
く
せ
な
い
、
慚
愧
に
堪
え
な
い
思
い
で
造
立
し
た
五
輪
塔
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
相
田
文
三
氏

の
研
究
に
よ
る
と
、
浅
野
長
政
が
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
十
二
月
に
高
野
山
登
山
を
し
て
鶴
松
の
法
要
を
行
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

、（
（（

（
註

本
石
塔
の
造
立
の
際
に
も
長
政
は
高
野
山
に
再
登
山
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
三
歳
の
幼
子
の
た
め
の
石
塔
の
造
立
の
事
実
で
あ
る
。
中
世
社
会
に
お
け
る
幼
子
の
石
塔
を
造
立
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
こ
れ
も
、
い
か
に
秀
吉
が
鶴
松
を
愛
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
推
定
す
る
。
秀
吉
の
鶴
松
に
対
す
る
思
い
を
今
に
伝

え
る
石
塔
だ
と
考
え
る
。

　

本
塔
が
鶴
松
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
と
『
和
歌
山
県
の
文
化
財
』
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。

　
⑪　

御
上
臈
五
輪
塔

砂
岩
製
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
四
一
㎝
で
幅
五
二
・
六
㎝
、
水
輪
高
さ
四
二
㎝
で
最
大
径
五
九
・
八
㎝
、
火
輪
高
さ
三
九
㎝
で
幅
五
六
㎝
、
風

輪
高
さ
一
二
㎝
で
最
大
径
二
六
㎝
、
空
輪
高
さ
三
四
㎝
で
最
大
径
二
六
㎝
で
あ
る
。
総
高
は
一
六
八
㎝
を
測
る
。
空
風
輪
は
一
石
で
、
他
の
各
輪
は
別

石
の
四
石
彫
成
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
地
輪
か
ら
火
輪
ま
で
は
正
面
に
の
み
梵
字
あ
り
、
風
空
輪
は
四
面
に
梵
字
を
刻
す
る
。
梵
字
の
書
体
な
ど
に
よ
り

地
輪
か
ら
火
輪
は
一
具
の
も
の
で
、
風
空
輪
は
別
物
で
あ
る
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
梵
字
の
「
ア
」
を
大
き
く
陰
刻
し
た
下
に
、
次
の
よ
う
な
陰
刻
銘

文
を
配
す
る
（
掲
載
写
真
14
・
実
測
図
11
・
拓
影
参
照
）
。
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天
正
十
七　
己丑

　
　
　
　
　
　

逆

御
上
臈

　
　
　
　
　
　

修

七
月
初
三
日

御
上
臈
が
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
七
月
三
日
に
、
自
身
の
生
前
葬
の
逆
修
を
し
て
造
立
し
た
石
塔
で
あ
る
。
問
題
は
御
上
臈
が
誰
な
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
が
？
を
付
け
て
疑
問
を
示
し
な
が
ら
淀
殿
と
し
、
『
和
歌

（
上
）
写
真
14　

豪
姫
五
輪
塔

（
左
）
実
測
図
11
及
び
拓
影
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山
の
文
化
財
』
は
淀
殿
の
こ
と
だ
と
比
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
と
、
少
な
く
と
も
側
室
の
淀
殿
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
淀
殿
が
鶴
松
を
産
ん
だ
の
が
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
五
月
二
十
七
日
で
、
石
塔
に
は
同
年
七
月
三
日
と
刻
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
間

わ
ず
か
三
十
五
日
し
か
な
い
。
鶴
松
を
産
ん
だ
淀
殿
が
一
月
間
程
で
生
前
葬
の
逆
修
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
よ
う
や
く
、
秀
吉
の
子
を
産
ん
だ
淀
殿
の

人
生
は
こ
れ
か
ら
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
が
逆
修
を
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
我
が
子
の
将
来
を
思
う
と
、
自
身
の
葬
儀
の
こ
と
な

ど
に
構
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
推
察
す
る
。

そ
う
す
る
と
、
こ
の
御
上
臈
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
豊
臣
家
関
係
史
料
を
見
る
と
、
「
政
所
様
」
「
北
の
方
様
」
と
、
「
上
臈
衆
」
と
い
う
具
合
に
、

北
政
所
や
北
の
方
と
い
っ
た
正
妻
の
存
在
と
他
の
側
室
と
を
、
明
確
に
区
別
し
て
記
載
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
前
田
利
家
史
料
で
あ
る
『
亜
相

公
御
夜
話
』
に
は
、
「
扠
太
閤
様
御
目
覚
候
て
、
御
心
づ
き
候
へ
ば
、
御
寝
被
成
候
あ
と
ま
で
一
間
程
御
引
出
さ
れ
候
。
政
所
様
も
、
上
臈
衆
も
肝
を

潰
し
な
さ
れ
候
」

（
（（

（
註

と
あ
り
、
「
政
所
様
」
と
「
上
臈
衆
」
と
分
け
た
呼
称
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
川
角
太
閤
記
』
巻
四
に
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
「
午
の
年
八
月
に
、
太
閤
様
・
秀
頼
様
・
北
の
政
所
様
・
御
袋
様
・
其
の
外
の

御
上
臈
衆
、
聚
洛
へ
御
成
被
成
候
、
御
供
の
次
第
、
こ
と
こ
と
敷
儀
に
て
御
座
候
事
」

（
（（

（
註

と
あ
る
。
北
の
政
所
様
・
御
袋
様
（
淀
殿
）
・
其
の
外
の
御
上

臈
衆
と
三
者
の
使
い
分
け
を
す
る
。

豊
臣
秀
次
の
場
合
も
同
様
で
、
『
川
角
太
閤
記
』
巻
四
に
、
「
「
さ
ら
ハ
御
文
可
被
遊
と
て
、
御
自
筆
に
、
一
ツ
ハ
御
親
父
様
・
御
二
所
様
へ
、
一
ツ

ハ
北
の
方
様
へ
、
一
ツ
ハ
三
十
四
人
御
上
臈
衆
方
へ
、
以
上
三
ツ
被
遊
」

（
（（

（
註

と
し
て
、
正
室
の
「
北
の
方
様
」
と
側
室
の
三
十
四
人
の
「
御
上
臈
衆
」
と

区
分
を
す
る
。

　

ま
た
、
秀
吉
が
主
催
し
た
醍
醐
寺
に
お
け
る
花
見
の
史
料
で
あ
る
「
醍
醐
花
見
短
冊
」
に
は
、
「
上
ら
ふ
」
と
い
う
人
物
の
詠
ん
だ
短
冊
が
あ
る
。

高
柳
光
寿
・
桑
田
忠
親
の
両
氏
は
と
も
に
こ
れ
を
淀
殿
の
侍
女
と
す
る

。（
（（

（
註
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上
記
の
史
料
に
よ
り
、
問
題
の
「
御
上
臈
」
は
秀
吉
の
正
室
の
北
政
所
で
も
淀
殿
で
も
な
く
、
秀
吉
の
数
十
名
は
い
た
と
さ
れ
る
側
室
の
中
の
誰
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
北
政
所
・
淀
殿
に
次
ぐ
、
秀
吉
の
ナ
ン
バ
ー
ス
リ
ー
の
女
性
と
し
て
は
京
極
高
次
の
妹
と
さ
れ
る
「
松
の
丸
殿
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

果
た
し
て
五
輪
塔
の
造
立
者
が
、
そ
の
松
の
丸
殿
か
否
か
も
判
然
と
し
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
淀
殿
以
外
の
秀
吉
側
室
の
誰
か
に
は
違
い
な
い

。（
（（

（
註

三
、
考
察

　

以
上
、
高
野
山
奥
之
院
の
豊
臣
家
墓
所
の
十
一
基
の
石
塔
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の
紹
介
し
た
順
に
、
供
養
さ
れ
た
被
供
養
者
と
、
そ
の
石
塔
を
造

立
し
た
造
立
者
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
先
ず
被
供
養
者
を
挙
げ
て
、
造
立
者
を
（　
　

）
の
中
に
入
れ
た
。

①
豊
臣
秀
吉
（
豊
公
会
）

②
被
供
養
者
・
造
立
者
共
に
未
詳

③
秀
吉
の
姉
智
（
秀
吉
の
姉
智
：
逆
修
）

④
法
性
院
殿
□
□
得
授
大
姉
（
浅
野
清
兵
衛
）

⑤
豊
臣
秀
長
の
妻
（
豊
臣
秀
長
の
妻
：
逆
修
）

⑥
豊
臣
秀
長
（
豊
臣
秀
長
の
妻
）

⑦
秀
吉
の
母
大
政
所
（
秀
吉
の
母
大
政
所
：
逆
修
）

⑧
被
供
養
者
・
造
立
者
共
に
未
詳

⑨
秀
吉
の
養
女
豪
姫
（
秀
吉
の
養
女
豪
姫
：
逆
修
）

⑩
秀
吉
の
長
男
鶴
松
（
浅
野
長
政
）

⑪
秀
吉
の
淀
殿
以
外
の
側
室
（
秀
吉
の
淀
殿
以
外
の
側
室
：
逆
修
）　
　

　

十
一
基
中
、
二
基
は
不
明
で
他
の
九
基
は
在
銘
品
で
あ
る
が
、
②
は
豊
臣
家
の
一
族
で
は
な
く
、
後
に
混
じ
り
込
ん
だ
石
塔
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

27　高野山奥之院の豊臣家墓所の石塔群（木下）



な
る
と
、
豊
臣
家
一
族
の
石
塔
と
し
て
は
①
③
⑤
⑥
⑦
⑨
⑩
⑪
の
八
基
で
、
こ
の
内
①
は
戦
前
に
造
立
さ
れ
た
後
世
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
秀
吉
の

時
代
の
前
後
に
立
て
ら
れ
た
石
塔
は
七
基
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
七
基
を
検
証
す
る
と
、
③
⑤
⑦
⑨
⑪
の
五
基
が
、
造
立
者
で
あ
る
女
性
が
自
身
の
た
め
に
造
立
し
た
石
塔
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
基
の
女
性
の
石

塔
は
生
前
葬
の
「
逆
修
」
を
し
て
造
立
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
七
基
の
在
銘
品
で
最
も
古
い
の
は
、
秀
吉
の
実
母
の
大
政
所
の
天
正
十
五
年

（
一
五
八
七
）
の
逆
修
塔
で
あ
る
。
豊
臣
家
墓
所
の
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
こ
の
大
政
所
の
石
塔
の
造
立
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
高
野
山
に
お
け
る
豊
臣
家
菩
提
寺
の
青
巌
寺
建
立
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

秀
吉
の
高
野
山
へ
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
本
史
』
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。
同
文
献
に
、
「
関
白
は
彼
ら
の
豪
勢
さ
を

削
除
し
、
節
制
を
保
持
さ
せ
よ
う
と
、
そ
の
収
入
か
ら
十
万
俵
を
接
収
し
、
当
座
の
た
め
わ
ず
か
二
万
俵
だ
け
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
め
た
」

（
（（

（
註

と
記
し

て
い
る
。
秀
吉
は
、
こ
の
当
時
十
二
万
石
は
あ
っ
た
寺
領
を
二
万
石
に
減
じ
な
が
ら
も
高
野
山
を
存
続
さ
せ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

事
実
、
秀
吉
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
六
月
十
三
日
朱
印
状
を
高
野
山
に
発
給
し
て
高
野
山
金
堂
再
建
の
た
め
の
一
万
三
千
石
の
寺
領
を
認

め
、

（
（（

（
註

さ
ら
に
同
二
十
年
（
一
五
九
二
）
八
月
四
日
に
は
追
加
で
一
万
石
の
寺
領
を
寄
進
す
る
朱
印
状
を
高
野
山
へ
発
給
し
て
、

（
（（

（
註

寺
領
を
確
定
さ
せ
た
。

前
者
の
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
金
堂
再
建
は
実
母
大
政
所
の
逆
修
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
後
者
の
同
二
十
年
（
一
五
九
二
）
の
一
万
石
の
寄

進
に
は
、
実
母
大
政
所
の
高
野
山
内
に
お
け
る
寺
院
の
剃
髪
寺
の
仏
供
燈
明
並
び
に
寺
僧
諸
賄
料
の
一
千
石
が
含
ま
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
高
野
山

が
寺
領
を
確
保
し
た
理
由
に
秀
吉
の
実
母
の
大
政
所
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
高
野
山
領
は
太
閤
検
地
に
よ
り
寺
領
一
万
一
千
石
が
確
定

し
て
、
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
に
寄
進
さ
れ
た
一
万
石
と
合
わ
せ
て
都
合
二
万
一
千
石
と
な
っ
た
。（

（（

（
註

　

確
か
に
、
従
来
の
説
に
あ
る
よ
う
に
、
秀
吉
が
高
野
山
を
保
護
し
た
こ
と
は
「
木
食
の
高
野
」
と
も
言
っ
た
木
食
応
其
上
人
の
存
在
も
大
き
い
こ
と

は
認
め
ら
れ
る
。
応
其
は
秀
吉
か
ら
一
千
石
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
当
時
、
高
野
山
を
実
質
的
に
支
配
し
た
の
は
応
其
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
豊
臣
家

墓
所
に
遺
存
す
る
大
政
所
を
は
じ
め
と
す
る
秀
吉
周
辺
の
女
性
た
ち
に
よ
る
石
塔
造
立
は
、
そ
の
女
性
た
ち
の
高
野
山
の
弘
法
大
師
信
仰
が
大
き
く
背

景
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
秀
吉
に
影
響
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
考
察
を
深
め

て
詳
細
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。
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図2　紀伊国名所図会

図1　宝永四年奥之院絵図
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高
野
山
奥
之
院
の
豊
臣
家
墓
所
は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
の
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
描
か
れ
た
「
奥
之
院
絵
図
」
に
も
見
ら
れ
る
（
図
1
）
。
全

て
の
石
塔
が
五
輪
塔
に
描
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
五
輪
塔
に
は
名
前
が
付
さ
れ
て
い
る
。
横
一
列
に
向
か
っ
て
左
か
ら
、
「
大
納
言
北
方
、
大
光
院
殿

前
亜
相
、
太
閤
秀
吉
公
、
春
巌
貞
松
、
前
関
白
秀
次
公
」
と
並
び
、
さ
ら
に
そ
の
右
端
に
は
「
石
田
治
部
少
輔
、
三
位
法
印
、
御
上
臈
」
と
ま
と
ま
っ

て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
豊
臣
家
墓
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
塔
が
立
て
ら
れ
て
百
年
程
後
の
様
子
で
あ
る
。

　

次
に
図
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
も
奥
之
院
の
豊
臣
家
墓
所
を
描
く
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
末
期
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
成
立
し
た
『
紀
伊

国
名
所
図
会
』
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
石
塔
の
配
列
は
同
様
で
、
こ
の
二
つ
の
絵
図
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
豊
臣
家
墓
所
は

変
化
す
る
こ
と
な
く
、
同
じ
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
、
現
在
で
は
確
認
で
き
な
い
豊
臣
秀
次
と
石
田
三
成
の
二
つ
の
石
塔
も
豊
臣
家
墓
所
に
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

秀
次
は
秀
吉
の
勘
気
に
触
れ
て
高
野
山
の
青
巌
寺
で
切
腹
す
る
。
秀
次
は
、
高
野
山
の
塔
頭
寺
院
の
光
台
院
に
葬
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
同

院
に
は
秀
次
の
宝
篋
印
塔
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
石
塔
が
存
在
す
る
が
、
奥
之
院
の
豊
臣
家
墓
所
に
も
五
輪
塔
が
造
立
さ
れ
て
大
事
に
供
養
さ
れ
た
こ
と

が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
石
田
三
成
の
石
塔
も
、
高
野
山
奥
之
院
に
は
別
の
場
所
に
存
在
す
る
が
、
豊
臣
家
墓
所
内
に
も
別
途
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。

　

こ
の
二
点
の
古
絵
図
に
よ
り
、
現
在
の
石
塔
の
並
び
と
は
全
く
違
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
秀
吉
の
石
塔
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に

造
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
の
豊
臣
家
墓
所
の
石
塔
群
は
倒
壊
し
て
い
て
、
荒
れ
た
ま
ま
の
状
態
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
秀
吉
の
石
塔
が
立
て
ら
れ
た
機
会

に
、
豊
臣
家
墓
所
は
整
備
さ
れ
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
の
秀
次
と
三
成
の
石
塔
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
地
中
に
埋
も
れ
た
ま
ま
か
、
破
損
し
て
付
近
へ
廃
棄
さ
れ
た
の
か
、
将
来
の
再
発
見
を
期

し
た
い
。
ち
な
み
に
、
江
戸
時
代
中
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
の
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
七
月
十
五
日
条
に
、
「
秀
次
及
殉
死
五

遺
骸
葬　
二

奥
院　
一

訖
。

秀
次

碑
銘

号　
二

祥
雲
院
玉
巌
麟
公　
一

」
（
（（

（
註

と
あ
っ
て
、
上
記
紹
介
の
鶴
松
五
輪
塔
を
秀
次
の
石
塔
と
誤
解
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
肝
心
の
秀
吉
の
石
塔
も
何
処
へ
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
こ
の
古
絵
図
が
描
く
秀
吉
の
石
塔
は
豪
姫
の
石
塔
が
秀
吉
の
石
塔
と
誤

認
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
紹
介
し
た
二
つ
の
絵
図
に
は
、
豪
姫
の
石
塔
が
描
か
れ
て
な
く
、
豪
姫
の
五
輪
塔
の
銘
文
に
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は
、
「
前
大
相
国
秀
吉
公
」
と
銘
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
が
秀
吉
の
石
塔
だ
と
誤
解
さ
れ
た
の
で
は
と
推
定
す
る
。

　

秀
吉
は
死
後
、
豊
国
大
明
神
と
い
う
神
様
に
な
っ
た
。
京
都
の
豊
国
神
社
に
お
い
て
、
秀
吉
の
遺
体
は
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
要
は
仏
式

の
法
名
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
訳
で
、
石
塔
を
造
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
そ
の
点
は
、
徳
川
家
康
も
同
じ
で
東
照
神
君
と

い
う
神
様
と
な
り
久
能
山
に
葬
れ
た
後
に
日
光
で
東
照
宮
と
い
う
お
宮
で
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
全
国
の
大
名
は
こ
ぞ
っ
て
東
照
宮
を
建
立
し
た
。

高
野
山
で
も
東
照
宮
が
建
て
ら
れ
た
が
、
仏
式
の
石
塔
は
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
と
同
じ
と
考
え
る
。

　

大
坂
夏
の
陣
の
後
に
、
豊
国
神
社
は
破
壊
さ
れ
て
、
秀
吉
の
遺
体
も
あ
ば
か
れ
た
。
そ
の
後
に
、
高
台
院
は
秀
吉
の
遺
体
を
仏
式
に
葬
儀
を
行
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
京
都
の
方
広
寺
に
造
立
さ
れ
た
秀
吉
の
祥
月
命
日
の
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
八
月
十
八
日
を
刻
し
た
五
輪
塔
が
、
秀
吉
の
供
養
の

た
め
の
五
輪
塔
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
豊
国
神
社
の
境
内
の
宝
物
館
裏
に
馬
塚
と
し
て
残
る
。

　

現
在
、
秀
吉
の
五
輪
塔
は
豊
国
神
社
が
あ
っ
た
京
都
の
阿
弥
陀
ケ
峰
の
山
頂
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
建
築
家
の
伊
東
忠

太
の
設
計
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
豊
国
神
社
は
、
明
治
に
な
り
よ
う
や
く
復
興
し
た
。
高
野
山
で
も
、
秀
吉
の
石
塔
は
、
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
に
至
る
ま
で
造
立
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。　

　

な
お
、
江
戸
時
代
後
期
の
編
纂
物
で
あ
る
『
紀
伊
続
風
土
記
高
野
山
之
部
巻
之
八
』
に
「
大
閤
墓
」
の
項
目
が
あ
っ
て
、
「
俗
に
大
閤
墓
と
い
ふ
は

此
所
に
豊
大
閤
の
石
碑
あ
れ
は
な
り
（
中
略
）
衆
徒
等
路
辺
よ
り
遥
拝
す
る
を
古
實
な
り
と
す
」
と
記
し
て
い
る
。
高
野
山
の
僧
侶
は
奥
之
院
へ
参
拝

す
る
折
に
は
、
豊
臣
家
墓
所
を
遥
拝
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

 

（
附
記
）

　

本
稿
の
校
正
時
に
、
坂
口
太
郎
氏
か
ら
は
種
々
有
益
な
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
註
1
）	

『
和
歌
山
県
の
文
化
財
』
第
一
巻　

安
藤
精
一
編　

清
文
堂
出
版 

昭
和
五
十
六
年
刊
。
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『
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
書
』
第
二
輯　

和
歌
山
県 

大
正
十
二
年
刊
。　

（
註
2
）	

筆
者
は
先
に
、
『
史
迹
と
美
術
』
九
一
八
号
（
令
和
三
年
刊
）
誌
上
に
て
「
高
野
山
奥
之
院
豊
臣
家
墓
所
発
見
の
豪
姫
の
五
輪
塔
」
と
題
し
て
概
要
を
紹
介
し
た
。

（
註
3
）	

『
紀
伊
国
金
石
文
集
成
』
巽
三
郎
・
愛
甲
昇
寛
編　

熊
野
速
玉
大
社 

昭
和
四
十
九
年
刊
。

（
註
4
）	
詳
し
く
は
秀
吉
五
輪
塔
の
造
立
記
録
の
『
豊
公
大
宝
塔
落
慶
』
豊
公
会 

昭
和
十
五
年
刊
に
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
註
5
）	
高
野
山
親
王
院
所
蔵
『
青
巌
寺
拾
要
集
』
袋
綴
装
一
冊
。
江
戸
時
代
中
期
写
本
。

（
註
6
）	

三
月
七
日
「
山
中
長
俊
木
下
吉
隆
連
署
状
」
（
続
宝
簡
集
三
十
七
：
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
一
高
野
山
文
書
之
二
）
。

（
註
7
）	

天
正
二
十
年
八
月
四
日
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
続
宝
簡
集
三
十
七
：
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
一
高
野
山
文
書
之
二
）
。

（
註
8
）	

岩
沢
愿
彦
『
人
物
叢
書 

前
田
利
家
』
（
吉
川
弘
文
館 

昭
和
四
十
一
年
刊
）
。

（
註
9
）	

海
老
沢
有
道
『
人
物
叢
書 

高
山
右
近
』
（
吉
川
弘
文
館 

昭
和
三
十
三
年
刊
）
。

（
註
10
）	

木
下
浩
良
『
戦
国
武
将
と
高
野
山

－

石
塔
の
銘
文
を
読
む

－
』
（
朱
鷺
書
房 

平
成
二
十
六
年
刊
）
。

（
註
11
）	

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
第
二
部
一
二
〇
章
（
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
日
本
史
５ 

五
機
内
篇
Ⅲ
』
（
中
央
公
論 

昭
和
五
十
三
年
刊
）
。

（
註
12
）	

藤
井
讓
治
編
『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成
』
（
平
成
二
十
三
年
刊　

思
文
閣
出
版
）
相
田
文
三
「
浅
野
長
政
の
居
所
と
行
動
」
。

（
註
13
）	

『
御
夜
話
集
上
編
』
（
石
川
県
図
書
館
協
会 

昭
和
八
年
刊
）
所
収
）
。

（
註
14
）	

『
川
角
太
閤
記
』
巻
四
（
『
戦
国
史
料
叢
書
１
太
閤
史
料
集
』
（
桑
田
忠
親
校
注 

新
人
物
往
来
社 

昭
和
四
十
年
刊
）
所
収
）
。

（
註
15
）	

（
註
14
）
に
同
じ
。

（
註
16
）	

高
柳
光
寿
「
醍
醐
花
見
の
和
歌
の
作
者
に
就
い
て
」
（
『
高
柳
光
寿
史
学
論
文
集
』
上
巻 

吉
川
弘
文
館 

昭
和
四
十
五
年
刊
）
。

	

桑
田
忠
親
『
桃
山
時
代
の
女
性
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
七
年
刊
）
。

（
註
17
）	

秀
吉
の
周
辺
の
女
性
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
世
祐
『
豊
太
閤
の
私
的
生
活
』
（
講
談
社
学
術
文
庫 

昭
和
五
十
五
年
刊
）
と
、
桑
田
忠
親
『
豊
臣
秀
吉
研
究
』
（
角
川
書
店 

昭
和
五
十
年
刊
）
の
両
大
著
の
研
究
成
果
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
註
18
）	

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
第
三
部
三
十
章
（
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
日
本
史
５ 

五
機
内
篇
Ⅲ
』
（
中
央
公
論 

昭
和
五
十
三
年
刊
）
。

（
註
19
）	

天
正
十
三
年
六
月
十
三
日
「
豊
臣
秀
吉
事
書
」
（
続
宝
簡
集
三
十
七
：
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
一
高
野
山
文
書
之
二
）
。

（
註
20
）	

天
正
二
十
年
八
月
四
日
「
豊
臣
秀
吉
高
野
山
寺
領
朱
印
状
」
（
続
宝
簡
集
三
十
七
：
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
一
高
野
山
文
書
之
二
）
。

（
註
21
）	

（
慶
長
五
年
）
三
月
九
日
「
増
田
長
盛
下
知
條
々
」
（
興
山
寺
文
書
第
九
：
『
高
野
山
文
書
』
第
七
巻　

高
野
山
文
書
刊
行
会　

昭
和
十
三
年
刊
）
。

（
註
22
）	

『
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
の
文
禄
四
年
七
月
十
五
日
条
（
日
野
西
眞
定
編
集
校
訂
『
新
校
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
（
名
著
出
版 

昭
和
五
十
七
年
刊
）
。
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